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 論  文  内  容  要  旨  
         氏  名  松 舘  芳 樹  
【 背 景 】 可 撤 性 部 分 床 義 歯 の 義 歯 床 下 顎 提 部 に 少 数 の イ ン プ ラ ン ト
を 埋 入 し た イ ン プ ラ ン ト 支 持 型 可 撤 性 部 分 床 義 歯 ( I - R P O D ) は 義 歯 の
安 定 向 上 な ら び に 機 能 回 復 に 有 効 で あ る ． 本 研 究 は こ れ ま で 当 教 室
に て 開 発 し て き た 荷 重 測 定 装 置 を 応 用 し ， I - R P O D に 負 荷 荷 重 を 加 え
た 際 の 支 台 イ ン プ ラ ン ト ， 直 接 支 台 歯 に 加 わ る 三 次 元 荷 重 ， 義 歯 床
下 粘 膜 に 加 わ る 荷 重 を 測 定 し ， 支 台 イ ン プ ラ ン ト の 本 数 と 位 置 が 加
わ る 荷 重 に 与 え る 影 響 を 検 討 し た ．  
【 方 法 】 実 験 用 荷 重 測 定 装 置 は ， 当 教 室 に て 開 発 済 み の 装 置 を 改 変
し 応 用 し た ． イ ン プ ラ ン ト お よ び 直 接 支 台 歯 に 加 わ る 荷 重 測 定 に は
小 型 水 晶 圧 電 式 セ ン サ （ 圧 電 セ ン サ ） を ， 義 歯 床 下 部 に 加 わ る 荷 重
測 定 に は 圧 力 セ ン サ ） を 使 用 し た ． 実 験 用 模 型 は 下 顎 第 二 小 臼 歯 か
ら 第 二 大 臼 歯 ま で の 片 側 遊 離 端 欠 損 を 有 す る ア ク リ ル 樹 脂 製 模 型
（ ニ ッ シ ン 社 製 ） を 使 用 し ， 欠 損 顎 堤 部 は 付 加 型 シ リ コ ー ン 印 象 材
製 の 人 工 粘 膜 を 付 与 し た ． 支 台 イ ン プ ラ ン ト は 第 二 小 臼 歯 ， 第 二 大
臼 歯 相 当 部 の 2 か 所 に 埋 入 し た ． 実 験 用 義 歯 は コ バ ル ト ク ロ ム 合 金
製 フ レ ー ム と ア ク リ リ ッ ク レ ジ ン を 用 い た 金 属 床 義 歯 と し た ． イ ン
プ ラ ン ト 上 に は 実 験 用 ボ ー ル ア タ ッ チ メ ン ト を ， 圧 電 セ ン サ と 共 に
ス ク リ ュ ー 固 定 し た ． 直 接 支 台 歯 と な る 第 一 小 臼 歯 は 白 金 加 金 製 と
し ， 内 部 に 圧 電 セ ン サ を 設 置 し た ． 負 荷 荷 重 は ， 実 験 用 義 歯 の 第 一
大 臼 歯 相 当 部 に 垂 直 方 向 に 1 0 ， 3 0 ， 5 0 ， 1 0 0  N を 段 階 的 に 増 加 さ せ
付 与 し た .  荷 重 測 定 は ， 支 台 イ ン プ ラ ン ト 無 し （ n o - i m p ）， 支 台 イ ン
プ ラ ン ト を 第 二 小 臼 歯 部 の み （ M - i m p ）， 第 二 大 臼 歯 部 の み （ D - i m p ），
お よ び 両 支 台 イ ン プ ラ ン ト を 使 用 （ M D - i m p ） の 4 条 件 に て 実 施 し た ． 
【 結 果 】 5 0 ， 1 0 0  N 負 荷 時 に お い て ， 直 接 支 台 歯 に 加 わ る 荷 重 量 は ，
M - i m p ， M D - i m p 時 に 比 較 し て n o - i m p 時 ， D - i m p 時 に 大 き く な っ た
( p < 0 . 0 1 ) ． ま た ， 支 台 イ ン プ ラ ン ト に 加 わ る 荷 重 量 は ， 5 0 ， 1 0 0 N 負
荷 時 に お い て ， M D - i m p 時 の 近 心 イ ン プ ラ ン ト に 加 わ る 荷 重 量 が 全 条
件 下 で 有 意 に 最 小 と な り ( p < 0 . 0 1 ) ，D - i m p 時 の 遠 心 イ ン プ ラ ン ト に 加
わ る 荷 重 量 が 有 意 に 最 大 と な っ た ( p < 0 . 0 1 ) ． 義 歯 床 下 粘 膜 に 加 わ る
荷 重 量 は ， n o - i m p と M - i m p で は 負 荷 荷 重 量 が 増 加 す る に つ れ て 大 き
く な っ た が ( p < 0 . 0 1 ) ， D - i m p で は 増 加 量 は わ ず か で あ り ， M D - i m p に
お い て は ほ と ん ど 変 化 し な か っ た ． 5 0 ，1 0 0 N 負 荷 時 に お い て ， n o - i m p
時 の 義 歯 床 下 粘 膜 に 加 わ る 荷 重 量 が 全 条 件 下 で 有 意 に 最 大 と な り
( p < 0 . 0 1 ) ，  M D - i m p 時 で 最 少 と な っ た ( p < 0 . 0 1 ) ． 測 定 範 囲 内 に お い て
義 歯 床 下 粘 膜 に 加 わ る 荷 重 は 遠 心 頬 側 領 域 で 大 き く な る 傾 向 が 認 め
ら れ た ．  
【 考 察 及 び 結 論 】 ボ ー ル ア タ ッ チ メ ン ト 使 用 時 の 金 属 床 I - R P O D に お
い て ， 支 台 イ ン プ ラ ン ト は ， 遊 離 端 欠 損 部 の 遠 心 部 に 設 置 す る こ と
で 義 歯 床 下 粘 膜 に 加 わ る 荷 重 を 減 少 さ せ る 効 果 が 大 き か っ た ． 一 方 ，
支 台 イ ン プ ラ ン ト を 近 心 部 に 設 置 す る こ と で 直 接 支 台 歯 に 加 わ る 荷
重 量 を 減 少 さ せ る 効 果 を 認 め た ．  
 
